
（②発注者が対象としなかった工事で、設計者が自ら検討会開催を申し出る場合）

施 工 者 発 注 者 設 計 者
（現場代理人等） （工事監督員等） （設計ｺﾝｻﾙ担当者）

（年間執行計画策定後速やかに）

・工事情報（時期、関与箇所等） 工事情報提供書
申し出の判断

・発注者開催予定の有無 建設管理部から

発注者開催予定が「無い」場合
（判断内容）

申し出の回答書
自ら開催の申し出をする

建設管理部へ

工事の特記仕様書に記載
・検討会開催を申し出できる
・開催費用は申し出者の負担

（※設計者によらない内容の工事は記載しない）

（検討会開催希望の有無） 協 議
工事の入札・契約締結

開催の連絡

受注後、速やかに協議 （随時）
・設計意図

※随時の申し出も可能 申し出
・施工留意点
の整理

開催の連絡 三者検討会開催の決定
※申し出のあったものは原則開催する

設計図書の照査、現地調査

報 告 三者検討会の開催への調整

照査結果・質問書 ①質問書内容の確認 開催日の連絡
質問回答への準備

②日程調整 質問内容提供
連 絡

参 加 開 催 参 加

三者検討会の開催

① 設計図書の照査結果報告 「設計図書の照査ガイドライン」を参考
② 質問書に対する回答
③ 設計意図の説明
④ 施工留意点等の確認
⑤ 設計・施工に係る意見交換
⑥ 以降の検討会の活用の検討

工事施工協議簿で確認 検討結果協議簿の
作成

提 出
施工計画書

工 事 着 手

施工条件の変化、現場不一致、設計ミス等の判明

（別途対応）

以降の三者検討会の開催 ～ 現場の実情及び三者の申し出等に応じて適宜開催


